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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年11月14日(2019.11.14)

【公開番号】特開2018-68763(P2018-68763A)
【公開日】平成30年5月10日(2018.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2018-017
【出願番号】特願2016-213608(P2016-213608)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/022    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/00     　　　Ｄ
   Ａ６１Ｂ    5/02     ６３５Ｚ
   Ａ６１Ｂ    5/00     １０２Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月2日(2019.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体データを処理する生体データ処理装置であって、
　被測定者から測定された生体データを取得するデータ取得部と、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータを取得するイ
ベント取得部と、
　前記データ取得部により取得される前記生体データを格納するためのデータ領域と、前
記データ領域に格納される生体データに関連するデータを格納するための関連領域と、を
含む格納部と、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデー
タが示す前記イベントの発生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを
格納するための前記関連領域に、当該イベントデータを格納する格納制御部と、を含み、
　前記イベントは、服薬を含む複数種類のイベントを含み、
　前記生体データ処理装置は、前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントの
種類を判断し、
　前記格納制御部は、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、予め定められた種
類のイベントであるとき、当該イベントデータを前記関連領域に格納する、生体データ処
理装置。
【請求項２】
　前記データ取得部が取得する生体データは、所定時間毎に測定される生体データを含む
、請求項１に記載の生体データ処理装置。
【請求項３】
　前記生体データ処理装置に対するユーザの操作を受付ける操作部を、さらに備え、
　前記イベント取得部は、前記操作部が受付けた操作内容に基づき前記イベントが発生し
たことを検出する、請求項１または２に記載の生体データ処理装置。
【請求項４】
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　前記生体データを処理するデータ処理部を、さらに備え、
　前記データ処理部は、
　前記データ領域の生体データを、当該生体データに関連するデータの関連領域に格納さ
れる前記イベントデータと関連付けて表示する、請求項１から３のいずれか１項に記載の
生体データ処理装置。
【請求項５】
　前記イベントデータは、直前のイベントが発生した時からの経過時間を含む、請求項１
から４のいずれか１項に記載の生体データ処理装置。
【請求項６】
　被測定者から測定された生体データを取得するデータ取得部と、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータであって、直
前のイベントが発生した時からの経過時間を含むイベントデータを取得するイベント取得
部と、
　前記データ取得部により取得される前記生体データを格納するためのデータ領域と、前
記データ領域に格納される生体データに関連するデータを格納するための関連領域と、を
含む格納部と、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデー
タが示す前記イベントの発生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを
格納するための前記関連領域に、当該イベントデータを格納する格納制御部と、を含む、
生体データ処理装置。
【請求項７】
　前記イベントは、服薬を含む、請求項６に記載の生体データ処理装置。
【請求項８】
　前記データ取得部が取得する生体データは、所定時間毎に測定される生体データを含む
、請求項６または７に記載の生体データ処理装置。
【請求項９】
　前記イベントは、服薬を含む複数種類のイベントを含み、
　前記生体データ処理装置は、前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントの
種類を判断し、
　前記格納制御部は、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、予め定められた種
類のイベントであるとき、当該イベントデータを前記関連領域に格納する、請求項６から
８のいずれかに記載の生体データ処理装置。
【請求項１０】
　前記生体データ処理装置に対するユーザの操作を受付ける操作部を、さらに備え、
　前記イベント取得部は、前記操作部が受付けた操作内容に基づき前記イベントが発生し
たことを検出する、請求項６から９のいずれか１項に記載の生体データ処理装置。
【請求項１１】
　前記生体データを処理するデータ処理部を、さらに備え、
　前記データ処理部は、
　前記データ領域の生体データを、当該生体データに関連するデータの関連領域に格納さ
れる前記イベントデータと関連付けて表示する、請求項６から１０のいずれか１項に記載
の生体データ処理装置。
【請求項１２】
　被測定者から生体データを測定する測定機器と、
　前記測定機器と通信する端末装置と、を備え、
　前記端末装置は、
　前記測定機器から前記生体データを取得するデータ取得部と、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータを取得するイ
ベント取得部と、
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　前記データ取得部により取得される前記生体データを格納するためのデータ領域と、前
記データ領域に格納される生体データに関連するデータを格納するための関連領域と、を
含む格納部と、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデー
タが示す前記イベントの発生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを
格納するための前記関連領域に、当該イベントデータを格納する格納制御部と、を含み、
　前記イベントは、服薬を含む複数種類のイベントを含み、
　前記端末装置は、前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントの種類を判断
し、
　前記格納制御部は、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、予め定められた種
類のイベントであるとき、当該イベントデータを前記関連領域に格納する、生体データ処
理システム。
【請求項１３】
　被測定者から生体データを測定する測定機器と、
　前記測定機器と通信する端末装置と、を備え、
　前記端末装置は、
　前記測定機器から前記生体データを取得するデータ取得部と、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータであって、直
前のイベントが発生した時からの経過時間を含むイベントデータを取得するイベント取得
部と、
　前記データ取得部により取得される前記生体データを格納するためのデータ領域と、前
記データ領域に格納される生体データに関連するデータを格納するための関連領域と、を
含む格納部と、
　前記イベント取得部により前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデー
タが示す前記イベントの発生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを
格納するための前記関連領域に、当該イベントデータを格納する格納制御部と、を含む、
生体データ処理システム。
【請求項１４】
　前記イベントは、服薬を含む、請求項１３に記載の生体データ処理システム。
【請求項１５】
　コンピュータに、生体情報の処理方法を実行させるプログラムであって、
　前記コンピュータは、
　生体データを格納するためのデータ領域と、前記データ領域に格納される生体データに
関連するデータを格納するための関連領域と、を含む格納部を備え、
　前記処理方法は、
　被測定者から測定された生体データを取得するステップと、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータを取得するス
テップと、
　前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデータが示す前記イベントの発
生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを格納するための前記関連領
域に、当該イベントデータを格納するステップと、を含み、
　前記イベントは、服薬を含む複数種類のイベントを含み、
　前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントの種類を判断するステップを、
さらに含み、
　前記格納するステップは、
　前記イベントデータが取得された場合に、予め定められた種類のイベントであるとき、
当該イベントデータを前記関連領域に格納するステップを有する、プログラム。
【請求項１６】
　コンピュータに、生体情報の処理方法を実行させるプログラムであって、
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　前記コンピュータは、
　生体データを格納するためのデータ領域と、前記データ領域に格納される生体データに
関連するデータを格納するための関連領域と、を含む格納部を備え、
　前記処理方法は、
　被測定者から測定された生体データを取得するステップと、
　前記被測定者の生活活動において発生したイベントを示すイベントデータであって、直
前のイベントが発生した時からの経過時間を含むイベントデータを取得するステップと、
　前記イベントデータが取得された場合に、当該イベントデータが示す前記イベントの発
生時間の前後で測定される前記生体データに関連するデータを格納するための前記関連領
域に、当該イベントデータを格納するステップと、を含む、プログラム。
【請求項１７】
　前記イベントは、服薬を含む、請求項１６に記載のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　格納制御部１２４は、判断部１２３がイベントデータ８の「前」に測定された生体デー
タ５が有ると判断したときは、測定レコードＲ１の生体データ領域Ｅ２に生体データ５を
格納し、対応のメタデータ領域Ｅ１にイベントデータ８を格納する（ステップＳ２９）。
一方、判断部１２３がイベントデータ８の「前」に測定された生体データ５は無いと判断
したときは、格納制御部１２４は、測定レコードＲ１のメタデータ領域Ｅ１にイベントデ
ータ８を格納する（ステップＳ２９）。この測定レコードＲ１の生体データ領域Ｅ２には
、生体データ５は格納されない。または、イベントデータ８をイベント発生時間の直近（
前後）の測定時間を示す生体データ５の測定レコードＲ１のメタデータ領域Ｅ１に格納す
るとしてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
１　情報処理システム、５　生体データ、６　補足データ、８　イベントデータ、１０，
１０Ａ，１０Ｂ　端末装置、２０　測定機器、２１　血圧計、２２　睡眠計、２３　歩数
計、２４　体組成計、２５　体温計、３０　サーバ、３２　データベース、４１，４３　
ネットワーク、８１　フラグ、８２　経過時間、８３　発生時間、１０１，５０１　制御
部、１０２　表示部、１０３，１５６，５０４　操作部、１０４，５０５　メモリ部、１
０５，１５３　タイマ、１１０　加速度センサ、１１１　血圧測定部、１２０，１２０Ａ
　データ管理部、１２１，１２１Ａ　データ取得部、１２２，１２２Ａ　イベント取得部
、１２３，１２３Ａ　判断部、１２４，１２４Ａ　格納制御部、１２５，１２５Ａ　デー
タ処理部、１５４　メモリ、１６４　メモリＩ／Ｆ、１５７　ボタン、１５８　ディスプ
レイ、１６２　アンテナ、Ｅ１　メタデータ領域、Ｅ２　生体データ領、Ｒ１　測定レコ
ード、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ４，Ｔ６　測定時間、Ｔ３，Ｔ５　イベント発生時間。
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